
事例５ １年 平面図形 「垂直二等分線」       
 

（１）JSL 生徒に対してこの課題を実施するねらい 

JSL 生徒は出身国での学習歴や学習方法の違いの関係で，図形の領域には不慣れな場合

が少なくない。この課題では，平面図形の基本的な項目を扱いながら，図形の領域に頻

出する用語や作業の指示，作図に慣れることを目指す。また，直観でわかることも手順

を追って説明し，理解できるようになることを目指す。 

 

（２）既習事項の確認 

 対応する角，辺(合同における)  条件を満たす点の集合 

 ２直線の位置関係  線対称な図形 

 

★平角が 180°であること，2 直線が垂直であることの定義，線を点の集まりと

みなすことができること，対称な図形の性質など，1 年次で学習した｢平面図形｣

の基礎的な内容が理解できていれば，授業には充分対応できるものと思われる。 

 

（３） 留意したい語彙・表現・言い回し 

数学科の表現 

問いかける場面 

 「同じことがいえますか。」「どんな線上にありそうですか。」 

                  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんな答えを要求されているかがわからない 

何を答えればよいのか，具体例を示すことで明確にしよう 

 

・「ＡのときとＢのときでは同じことがいえますか。」 

  →例）Ａのときの答えとＢのときの答えは，同じ？違う？ 

・「２つの円の交点はどんな線上にありそうですか。」 

→例）かくまえに，考えて。どんな線の上にあると思う？線

分ＡＢの上？この線はなんていう？ 
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（４）数学的な考え方と学習活動の流れ  

垂直二等分線                  〈１年〉【平面図形】

課 題 

 紙に線分 AB をかき，点 Aと 

B が重なるように折ってみよう。 

紙を開いたときの折り目の線や 

線分 AB について，気づいたこと 

をあげてみましょう。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 数学的な 

考え方  ○ ○  ○    

 

目 標 

紙を折る，コンパスで図をかくなどの操作を通して，線分の垂直二等分線

上の点が線分の両端の点から等距離にあることや，線分の両端の点から等距

離にある点の集合がその線分の垂直二等分線になることを理解する。 

また，これらの特徴を基に，線分の垂直二等分線が作図できるようになる。

 

■ 活動の流れ 

数学的な考え方 学習活動 

３ 演繹的に推論する 

① 紙を折るという操作を通して，重なった部分

の長さや角が等しいこと，特に角については，

１８０°の
2

1
だから，それぞれ９０°になる

と推論する。 
         ↓ 

５ 一般化する 

② 紙を折ったり，切ったりという操作を通し

て，重なった部分の長さが等しいということ

を，ℓ上の任意の点に発展させて推論する。 

  ↓ 

２ 帰納的に推論する 

③ いくつかの図をかくことを通して，等しい半

径の 2 円の交点がすべてもとの線分の垂直二

等分線上にあることを帰納的に類推する。 

  ↓ 

３ 演繹的に推論する 
④ ③のことがらをもとに，線分の垂直二等分線
の作図の仕方を理解し，作図できるようにな
る。 

 

■ 準備するもの 

 切ったり折ったりするための紙，コンパス，定規  

 

 

 

A B A B
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■ 学習活動と具体的な支援の例 

 学習活動 支援▲JSL 支援事項△留意事項

【導入の問】 

「紙に線分 AB をかき，点 Aと 

B が重なるように折ってみよう。 

紙を開いたときの折り目の線や 

線分 AB について，気づいたこと 

をあげてみましょう。」 

導 

入 

① 紙を折る

という操作を

通して気づい

たことがらを

整理し，折り

目の線がもと

の線分を垂直

に二等分して

交わることを

理解させる。 

【導入の問】でできた折り目の線をℓとし ,ℓ

と線分 AB との交点を Mとする。 

 

 

 

図１ 

・ℓ⊥AB，AM＝BM  

であることを理解する。 

▲「気づいたことをあげてみ

る」という指示については，具

体例を示すことで理解を促す。

(「この線は AB の真ん中って言

える？」等) 

 

 

▲ℓやＭといった文字を記入さ

せながら「線分」「交点」とい

った語彙を繰り返し聞かせる。

必要なら文字でも示す。 

線分の中点，

線分の垂直二

等分線の定義

を 理 解 さ せ

る。 

図１のように，点 Mが AB 上の点で，AM＝BM

であるとき，点 Mを線分 AB の中点という。 

 また，中点 M を通り，AB に垂直な直線ℓを

線分 AB の垂直二等分線という。 

【展開１の問】 

「図１の直線ℓ上に点 Cをとり， C と A， 

C と B をそれぞれ結ぶと，AC＝BC になり 

ますか。 

 また，ℓ上に点 C以外の点をとったとき 

も，同じことがいえますか。」 

展 

開 

１ ② 

操作を通

して，線分

AB の垂直二 

等分線上の

点は， 2 点

A，B から等

しい距離に

あることを理解させる。 

・AC＝BC である

ことに気づく。 

・線分 AB の垂直

二等分線上の点

は，どの点であっ

ても，２点 A，B

から等しい距離

にあることを理

解する。 

▲既知の語彙，「真ん中」「半分」

などを使って，「中点」の定義

を説明する。 

 

△「平角=180 度」が理解でき

ているかどうかは，角Ｍの大

きさを尋ねることで確認す

る。 

 

▲非漢字圏出身の生徒には，

「垂直二等分線」にふりがなを

つける。 

 

▲「垂直」「二等分」「線」それ

ぞれの意味を自分が言える日

本語で説明させる。 

 

▲点Ｃ以外の「点をとる」の意

味が理解できているかどうか

は，指示を出して実際に線分上

に点がかけるかで見る。 

 

▲紙を折る作業は複数回，繰り

返す。その過程でできた折り目

と AB との関係を日本語で繰り

返し，また，生徒にも説明させ

る。 

ℓ 

A B ┓ 。 。M

A B A B

C・ 

A 
Mℓ B 

ℓ 

┓ ○ ○ 
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 学習活動 支援▲JSL 支援事項△留意事項

【展開２の問】 

「右の図に，点 A，Bをそれぞれ 

中心とする，次のような円をかき 

ましょう。 

 ⑴ 半径 2cm の円 ⑵ 半径 3cm の円 ⑶ 半径 4cm の円

⑴～⑶のそれぞれでかいた 2 つの円の交点は，どんな線上に

ありそうですか。」 

展 

開 

２ 

③ 

 操作を通 

して，2 点 

A，B から等し 

い距離にある 

点は，線分 AB 

の垂直二等分 

線上にあるこ 

とを理解させる。 

・等しい半径の 2円の交点は，ど

れも線分 AB の垂直二等分線上に

あることに気づく。 

・上のことがらを，紙を折るなど

の操作を通して確かめる。 

・2 点 A，B から等しい距離にあ

る点は，(いつでも)線分 AB の垂

直二等分線上にあることを理解

する。 

▲「点 A，B をそれぞれ中心と

する」の理解が難しいときは，

「点Ａを中心にして半径2cmの
円をかいて，それから点Ｂを中

心にして半径 2cm の円をかい

て」のように順序と円を２つか

くことを示す。 

 

△交点を記し，結ぶ。できあ

がった線が線分 AB の垂直二

等分線になることを示し，そ

の線を何と呼ぶか確認する。

▲点A,Bを中心とした円は半径

が等しい円同士であること＝

交点と点A,Bとの距離は等しい

こと を自分のことばで説明さ

せる。 

 

△(1)～(3)以外にも自分で半

径を決めさせて円をいくつか

かかせ，交点が必ずＡＢの垂

直二等分線上にあることを示

す。 

【展開３の問】 

「【展開２の問】で考えたことを基にして，紙を折らないで，

線分の垂直二等分線をかくことはできないでしょうか。」 

展 

開 

３ 

学習活動

④  垂 直

二等分線

の作図の

仕方を理

解し，作

図できる

ようにす

る。 

 

作図の定

義 を 示

す。 

・線分の両端の点をそれぞれ中心

に，半径の等しい 2 円をかき，そ

れらの交点を結べば，線分の二等

分線が作図できることを理解し，

作図できるようになる。 

 

 

 

 

 

 

定規とコンパスだけを使って 

図をかくことを作図という。 

△紙を折って二等分線を引い

た用紙と線分はかいてあるが

折ってはいない用紙を見せ

「紙を折らないで二等分線を

かく」にはどうすればよいか

考えるように指示する。 

 

△展開２で使ったコンパスを

ヒントとして示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲語彙「作図」の確認をする。

→例)「図をかくこと，じゃあ，

そのとき使っていいものは

何？」 

ま
と
め 

線分の垂直二等分線の性

質と条件，及びその作図の

仕方を再確認する。 

 ▲図１を示し，・ＡＭ＝Ｂ
Ｍ ・ℓはＡＢに垂直 の２要
件を言わせる。その後，定義を
板書し，ノートに書かせる。必
要なら音読もさせる。 

 

A B 
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